
新年の抱負
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡ひまわりの里　石井　美紀

新年あけましておめでとうございます。
一昨年から続く新型コロナウイルスの影響は、昨年も団体で行う活動や行事などを中止や延期せざるを得ない事態になってしまいました。しかし、感染予防対策の徹底（検温、手洗い、手指消毒、マスク着用）や支援時の感染拡大予防対策（使い捨て手袋・エプロンの使用）を行いながら、活動の見直しを行っていきました。利用者全員のマスク着用については、障がい特性や活動中常に着用することが困難な方もいますので、外出の時や男女合同で活動する時等ルールを決めて定着を図りました。今では、手指の消毒や外出時のマスク着用は支援員の声掛けで多くの利用者がスムーズに行えるようになりました。継続は力なりです。今後も感染拡大予防に力を入れながら支援を実施します。
　日中活動では、自立活動班、健康維持班、館内活動班を実施していましたが、２年前の新型コロナの影響から、３蜜を避けた活動の見直しを行いました。小グループでの活動を中心に、活動場所も作業室から娯楽室まで数か所に分けた活動場所を提供しています。また、館内での活動が中心になりがちですので、館内歩行や散歩、機能回復訓練等運動も随時取り入れています。日課の変更として、食事場所の見直しも行い、男性・女性別れての食事提供を実施しています。今後も感染予防と感染拡大防止の両方に最善の注意を図りながら、活動範囲を少しずつ広げていきたいと考えています。
　余暇支援については、福岡市の感染状況や能古島の観光客の状態を見極めながらドライブや散歩、買い物などを行いました。能古島の探索では、今まではあまり行かなかった公園や海辺にも出かけ、利用者のリフレッシュとともに運動にもつながっています。クラブ活動では講師の方をお迎えしての活動はできませんでしたが、福岡市障がい児・者美術展「コアサイドアート」に作品を応募し、１名の方が入賞されました。引き続き創作活動を行いながら作品作りに取り組んでいきます。
　保護者会や地域の方々とふれあいながら行っているイベント等も規模の縮小や中止等でコロナ禍前の活動とはなりませんでした。そこで、イベントの縮小や代替レクリエーション等を企画し実施しました。２年前は感染予防をしながらのイベントの取り組みは戸惑いも大きかったですが、昨年は感染予防対策を行いながらもいつものイベントや行事に近づけるように工夫しながら実施しました。全体での活動や来訪者をお迎えしてのイベントができないことは寂しく思いますが、今後もまずはできるところから少しずつ見直しを行いながら取り組んでいきたいと考えています。
　現在変異株のオミクロンが急速に感染拡大しており、まだまだ「今までの当たり前な日常」には戻りませんが、利用者が安心・安全に生活できるように支援してまいります。
今年もどうぞよろしくお願いいたします。
